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川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床栄養学科 ○美祢 弘子 河原 和枝
中原佐和子
川崎医科大学附属川崎病院 栄養部 小場 美穂
園田学園女子大学 人間健康学部 食物栄養学科 松下とも代
２．食品および尿中２－チオチアゾリジン－４‐カルボン酸（ＴＴＣＡ）のキャピラリー電気泳動法による測定
川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床栄養学科 藤井 俊子
山口県立大学 生活科学部 栄養学科 ○楊井 理恵
川崎医療短期大学 介護福祉科 河港 聡子
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 田口 豊郁
３．座位環境と体動活動の相互関連に関する考察
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 医療情報学専攻 ○谷口 健 吉永 尚生
川崎医療福祉大学 医療福祉マネジメント学部 医療福祉デザイン学科 松本 正富 斎藤 芳徳
４．施設居住高齢者の生活実態と福祉用具による座位環境改善の試み
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 医療情報学専攻 ○吉永 尚生 谷口 健
川崎医療福祉大学 医療技術学部 医療情報学科 太田 茂




川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 感覚矯正学専攻 ○前田 史篤
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科 宮崎 茂雄 可児 一孝
田淵 昭 雄
６．乳幼児視野測定装置の開発
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 感覚矯正学専攻 ○藤原 篤之
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科 田淵 昭雄
７．液晶ディスプレイを用いた両眼開放視野計の試作
－偏光フィルター装用における両眼開放下片眼視野測定
川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 感覚矯正学専攻 ○後藤 克聡
川崎医療福祉大学 医療技術学部 感覚矯正学科 田淵 昭雄
８．大学における精神保健福祉現場実習指導の現状
－大学の実習担当教員を対象とした調査から
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 ○河村 順子
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 松宮 透高 小河 孝則
９．Ｋ大学におけるロールプレイ経験の意義
～学生の発言の意味を通して～
川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 ○藤原 真人
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 大田 晋
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川崎医療福祉大学 医療技術学部 臨床栄養学科 藤井 俊子
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医療技術学研究科 感覚矯正学専攻 藤原 篤之




























川崎医療福祉大学大学院 医療技術学研究科 感覚矯正学専攻 後藤 克聡






























川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 河村 順子









































川崎医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 医療福祉学専攻 藤原 真人
川崎医療福祉大学 医療福祉学部 医療福祉学科 大田 晋
１．研究の背景と目的
本研究の目的は，福祉系学部生が社会福祉援助技
術演習のロールプレイを体験することの意義を明ら
かにすることである．
２．対象と方法
Ｋ大学のロールプレイを用いた社会福祉援助技
術演習を履修した学生を対象に，半期授業終了後，
アンケート調査を行った．その中からさらにイン
タビュー調査依頼に応じた学生に半構造的インタ
ビュー調査を行った．アンケート調査は，学生の学
習の経過に伴う心理や感情の変化を明らかにするた
め，本授業の担当教員が授業のために作成したアン
ケート調査の質問２５項目と，演者が独自に作成した
１１項目を合わせた３６項目について調査した．
半構造的インタビュー調査から得られた逐語記録
を資料として，彼らが困難に直面した時にどのよう
に対応するかという，いわゆる生に対する姿勢（自
分らしく生きる姿勢など）という視点から，学生の
発言内容の意味ごとに分類し，それを時系列的に整
理した．
３．結果と考察
カテゴリーは全部で２８のカテゴリーが抽出され，
それを発表前期，シナリオ作成期前期，シナリオ作
成期中期，シナリオ作成期後期，発表期，発表後期，
他班発表見学期に分類した．発表前期では４つのカ
テゴリーが抽出でき，不安と恐怖が主体となったが，
賞賛獲得のカテゴリーも見られた．シナリオ作成期
前期では負担感，蹟き，不満などの目標達成を阻む
カテゴリーが中心に取り出されたが，シナリオ作成
期中期では団結による実感や達成など， 団結によっ
て困難に立ち向かおうとするカテゴリーが抽出され
た．シナリオ作成期後期では団結によって自己変容
が促進されるカテゴリ」が抽出された． 教師の絶対
的な権威の前で無力な学生たちが団結によって連帯
を深めその自己変容を遂げ，対人関係能力や職業人
としてのアイデンティティ（共に歩む姿勢・団結し
て目標に向かって努力する姿勢）を獲得していく過
程が見られた．
